JOB FOR A COWBOY

Demonocracy

この道を切り開いたデス・コア・シーンの若きパイオニアJOB FOR A COWBOY！！

ハイスピード、ハイアグレッション、ハイテクニック、すべてが頂点を極めた驚愕のニューアルバム！！[image: image1.jpg]—

= P

Wi

et

= AN _J

&,





800万回というMySpaceの異常なまでの試聴回数が産み出したニューヒーロー、JOB FOR A COWBOY！！幾多のツアー、フェスティバルを通して更なるスキルアップに成功し、まさにシーンを牽引する実力を十分に蓄えた若きパイオニア。彼らの動向にシーンの注目が集まる中、満を持してのニューアルバムが完成！テクニック、アグレッッション、完成度すべてが桁外れの破壊力で聴く者に襲いかかる！！

昨年2011年には4曲入りのEP「Gloom」（今回日本盤にはボーナストラックとして収録予定）をリリースし、その完成度の高さにニューアルバムへの期待が高まっていたところだが、その期待を遥かに上回るサウンドが防波堤を乗り越えて押し寄せてくる！

まだ、２０代前半の若さでこの完成度、この迫力。アメリカが産み落とした脅威のメタル・モンスターの快進撃は止まらない！！

【BIOGRAPHY】彼らは2003年アリゾナ、当時16歳だったボーカリスト、ジョニー・デイヴと１５歳だったギタリストのラヴィ・バトリアージュを中心に結成された。2005年に初の音源であるEP「Doom」を友人の起こしたプライベート・レーベルから発表すると、わずかな期間に世界中からインターネット中心に反響を得、My Spaceの試聴回数が800万回、YouTubeにおいては140万ビューという信じられない現象を巻き起こし、デス・コアなる新しいエクストリーム・ミュージック・シーンを瞬く間に築きあげてしまった。老舗のMetal Bladeからアプローチを受け、「Doom」にボーナストラックを加えた形で再リリースされるに至った。その後は各地のメタルフェスやツアーから積極的に迎え入れられ、アメリカのみならずヨーロッパへも転戦し、彼らは1st アルバムをリリースする以前にシーンにおいて最も注目される存在となった！そして周囲の期待の中リリースされた1stフルアルバム「Genesis」はビルボードにおいて54位という、信じられないようなチャートアクションを引き起こした。2008年にはARCH ENEMY,SHADOWS FALL等とともに来日も果たし、彼らが若さだけでないテクニックと存在感に満ちあふれたバンドである事を日本のファンにも印象づける事に成功した。2009年には中心人物のひとりだったギタリストのラヴィが学業に専念するために脱退するという大きな展開期を迎えたが、新しくカナダのDESPISED ICONのギタリスト、アル・グラスマンが加入し、セカンドアルバム「Ruination」をリリース。SLAYER.MARILIN MANSON等の超大者が名を連ねるMAYHEM FESTIVALに参加し、2010年にはEXTREME THE DOJOでBEHEMOTHとともに再び来日を果たしている。2011年にはいり、トニー・サニカンドロ(G)、ニック・シェンジェロス(B)という新メンバーを迎えてレコーディングに突入。ジェーソン・スーコフをプロデューサーに迎え4曲入りのEP「Gloom」をリリース（今回日本盤にはボーナストラックとして収録予定）。この作品は今回のアルバムに先行される形でリリースされ、そのテクニックと表現力に磨きをかけたサウンドは俄然注目を集め、シーンは彼らの新しいアルバムの一時も早いリリースを熱望するのであった。そしてついに3rdアルバム「Demonocracy[image: image2.jpg]



が完成した！テクニック、スピード、ブルータリティすべてが頂点に達した、まさに最高傑作の完成である！

【DISCOGRAPHY】■「GENESIS

(2007年) MBCY−1084   ■「RUINATION」（2009年）MBCY-1113

